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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは対円、対米ドルともに上昇しま
した。また、カナダ5年国債利回りはほぼ横ばいでした。

週前半は、NAFTA（北米自由貿易協定）再交渉に
ついて、米国が当面の交渉期限と考えている9月末ま
でに合意に至らないのではないかとの不安を背景に、
カナダ・ドルは弱含みました。週後半は一転して、
NAFTA再交渉が合意に至るとの期待感が高まり、カ
ナダ・ドルは上昇しました。また、原油価格の上昇も追
い風となりました。経済指標では、７月のGDP（国内総
生産）が発表されました。市場予想を上回り、カナダ
経済の堅調さを確認する内容となりました。

週明けの10月1日（東京時間）に、NAFTA再交渉
が妥結したと報道されました。米国とカナダ、メキシコ
の3カ国協定の枠組みは維持され、NAFTAは新たな
協定となる米国・メキシコ・カナダ協定（USMCA）に置
き換えられます。

USMCAには米農家のカナダ乳製品市場へのアク
セス拡大や自動車の原産地規則の厳格化など、米
国側の意向が強く反映された内容が含まれている模
様です。しかし全般として見ると、新協定に向けて合
意がなされたことにより、当面の不透明感が払しょくさ
れたことはカナダ経済およびカナダ・ドルにとって好
材料だと考えています。今週は、9月の失業率が発
表されます。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2018年8月31日～2018年9月28日）

2018年10月2日

1.24

1.26

1.28

1.30

1.32

1.3480

82

84

86

88

90

8/31 9/7 9/14 9/21 9/28

円/カナダ・ドル（左軸）

カナダ・ドル/米ドル(右軸、上下反転）

（円/カナダ・ドル） （カナダ・ドル/米ドル）

88.0

1.29

（2018年8月31日～2018年9月28日）【カナダ　金利推移】
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【2018年9月22日～2018年9月28日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


